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注 意 事 項 

 

１ 試験開始の合図があるまで、この問題冊子を開かない。 

２ 筆記用具は黒色の鉛筆またはシャープペンシルを使用する。 

３ 問題冊子に印刷不鮮明、ページの落丁などがあるときは、 

手を挙げて監督者に伝える。 

４ 問題冊子の余白等は適宜利用してよい。 

５ 問題冊子は持ち帰ってよい。 

  



LGBTQ（性的マイノリティ）について 

 

40 代後半の男性の同性カップル A さんと B さんがいました。ある日、A さんが胸が苦

しいと発作を起こし、救急搬送され心筋梗塞という病気で入院しました。様々な検査の結

果、心臓の手術が必要になり、病状については一緒に暮らしている B さんに説明されまし

た。手術の承諾書の家族の欄には戸籍上の家族の方のサインがほしいと主治医から言われ

ました。 

2 人の関係性は入院時、同性カップルと主治医と看護師には伝えられました。しかし、

日常生活では周囲の人にはオープンにされていなく、親しい友人、会社の同僚も数人のみ

が知っている状況です。 

 A さんと両親の関係は、20 年以上前より連絡をとっていなく交流がありません。A さん

がゲイであることも B さんと一緒に暮らしていることも、両親には説明していませんでし

た。しかし、手術の承諾には戸籍上の家族のサインが必要ということで、A さんの母親に

連絡をとり、母親は動揺していましたが手術の承諾を得ました。 

 手術後の付き添いについて、B さんがするつもりでしたが、A さんの母親は世間体が悪

い、会社の人も面会にくるかもしれないから、わたしが面倒をみると、Ｂさんには家に帰

ってくれと頼みました。 

 A さん、B さんともに寂しそうな表情でした。 

 

この事例について、あなたが考える LGBTQ（性的マイノリティ）の差別問題や社会全

体に向けてどのような対策が必要か、600～800 字にまとめ、書きなさい。 


